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　令和８年２月７日に総合教育センターにおいて、ぐんま教育フェスタが開催さ
れました。幼児教育施設や小学校の先生方、教育委員会等からもたくさんの方々
が幼児教育センターの発表を聞きに来てくださいました。休日にも関わらずご来
場くださった皆様に、この場を借りてお礼申し上げます。
　大塚研修員は、４月から「幼児期の育ちを生かす小学校第１学年における環境
の構成の工夫」を主題として研究を進めてきました。４ページから、令和７年度
の研究について詳しく掲載しています。ぜひご覧ください。

ぐんま教育フェスタ開催報告

〇 令和７年度研修講座 実施報告
〇 令和８年度の研修について

群馬県総合教育センター 54号54号
令和8年3月令和8年3月

今年度も、群馬県総合教育センター幼児教育センターの事業に対する
御理解・御協力をいただき、ありがとうございました。 
今年度を締めくくる第5 4号、ぜひ最後までお読みください！

P.2

P.3 〇 夕やけ保育研修会実施報告
〇 保育アドバイザー実施報告

P.4
～7

〇 令和７年度研究報告
　（係・長期研修員の研究）

P.8 〇 令和７年度研究報告
　（特別研修員の研究）

５４号の内容です！

研修から研究まで

盛りだくさんでお届

けします！

ぽんぽこせん長
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　今年度の各研修講座も、皆様のご協力のおかげで円滑に運営することができました。ありが
とうございました。研修後のアンケートから、受講者の先生方が学びを深めている様子を知る
ことができ、大変嬉しく思います。今後は、いただいたアンケートのご意見を来年度以降の研
修講座の計画・運営に生かしていきたいと思います。研修に集中できる環境をご用意くださっ
た園長先生をはじめ園の先生方、関係機関の方々、ありがとうございました。

講座コード 講座名 総⽇数 研修形態・⽇数

1010 幼稚園等新規採⽤教員研修 ９⽇
集合研修：５⽇

 オンライン研修：４⽇

1210 幼稚園等３年⽬経験者研修 ２⽇
集合研修：１⽇

 オンライン研修：１⽇

1410 幼稚園等５年経験者研修 ２⽇ オンライン研修：２⽇

1610 幼稚園等中堅教諭資質向上研修 ９⽇

集合研修：４⽇

 オンライン研修：４⽇
 選択型研修：１⽇

2010 新任幼稚園等園長研修 ２⽇ 集合研修：２⽇

2050 新任幼稚園等副園長・教頭研修 １⽇ 集合研修：１⽇

3290 幼児教育と⼩学校をつなぐ研修講座

 （⼣やけ保育研修会との合同開催３⽇） ４⽇
集合研修：２⽇

 オンライン研修：２⽇

令和７年度研修講座実施報告令和７年度研修講座実施報告

講座コード 講座名 総⽇数 研修形態・⽇数

1010 幼稚園等新規採⽤教員研修 ９⽇
集合研修：５⽇

 オンライン研修：４⽇

1210 幼稚園等３年⽬経験者研修 ２⽇ 集合研修：２⽇

1410 幼稚園等５年経験者研修 ２⽇
集合研修：１⽇

オンライン研修：１⽇

1610 幼稚園等中堅教諭資質向上研修 ９⽇

集合研修：５⽇

 オンライン研修：３⽇
 選択型研修：１⽇

2010 新任幼稚園等園長研修 ２⽇ 集合研修：２⽇

2050 新任幼稚園等副園長・教頭研修 １⽇ 集合研修：１⽇

3290
幼児教育と⼩学校をつなぐ研修講座

 （⼣やけ保育研修会との合同開催３⽇） ４⽇
集合研修：１⽇

 オンライン研修：３⽇

令和８年度の研修について令和８年度の研修について
　令和８年度の研修は、今年度のアンケートの記述を参考に、集合研修を増やしました。
また、希望研修に関しては、誰でも参加しやすいようオンラインでの講義を増やしています。
令和８年度も素晴らしい講師の先生方による講義を計画中です。ぜひご参加ください！

※来年度の変更点は赤字で表記　
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　今年度の夕やけ保育研修会は、オンラインで５回、集合で１回、計６回の研修を行いました。保育
caféくっちゃべり亭では、講師を立てずに参加者の先生方でテーマについて自由に語り合いました。ま
た、「幼児教育と小学校をつなぐ研修講座」と同時開催した３回の研修では、たくさんの先生方に参加
していただき、様々な校種、立場の先生が共に学びました。

　幼児教育センターでは、幼児期の教育や家庭教育の充実を目指し、保育所、認定こども園、幼稚園、
学校、公民館等で行う講演会や研修会、保護者会に、保育や教育の専門家である「保育アドバイザー」
を派遣しています。今年度は１２５件のアドバイザー派遣を行いました(R8年2月現在)！受講された方
からの感想を掲載します。幼保こ小連携・接続に向けた保育アドバイザー事業については次ページによ
り詳しく記載しています。

公園で偶然会って対等な関係を築くというのが新しい発見で興味深かったです。

普段の様子を発揮できるような環境を構成して、交流ができたらいいなと思いました。

夕やけ保育研修会実施報告夕やけ保育研修会実施報告

保育アドバイザー実施報告保育アドバイザー実施報告

９月３日　保育カフェ みんなで語ろう（幼保こ小連携・接続）

８月19日　架け橋期の教育の具現～育ちと学びをつなぐ～ 　講師：嶋野道弘先生

具体的な事例を交えてのお話が、分かりやすくあっという間の2時間でした。子供は本来学びに向か

う力をもっているという言葉に改めて共感し、子供の学びを深く見取っていきたいと思いました。

気になる子への配慮とともに集団での成長を支える視点を忘れないことについて改めて考えさせられ

ました。本来のインクルーシブの意味を考える有意義な研修となりました。

11月14日　学校・園における子育ての支援と課題 　講師：前田由美子先生

12月25日　幼児期・小学校低学年におけるインクルーシブ教育 　講師：田中謙先生

改めて今の社会の難しさを感じました。その中でどのように保護者に寄り添っていくかも、とても参

考になりました。私自身もつぶれることなく頑張っていきたいと思います。

『今子育てに大切なこと～子供との関わり方～』

対象：幼児教育施設職員・保護者

今しかできない子育ての中で、関わり方で親も子も笑顔になるアドバイスを、事例を交えてお話しく

ださいました。「自分が好き」という自己肯定感を育むことが大切であること、今、子供の話を十分

に聞いたり、一緒に生活の中で心を傾けたりして遊ぶことが心の栄養になることなど、具体的にお話

しくださいました。保護者は頷いたり真剣なまなざしで聞いていたり、涙ぐんでいる方もいたりし

て、とても共感していました。

『子供の発達と手遊び、各年齢に出会いたい本の紹介等』

対象：幼児教育施設職員・保護者

先生のお話が分かりやすく、納得のいく内容ばかりで１時間あっという間でした。子育てに関しても

っといろいろな話を聞きたく、ぜひまた先生のお話を聞ける機会があれば参加したいです。遊びを支

えるために、睡眠と食事が大切であること、特別なことではなく本当にシンプルなことだと思いま

す。その大切さについて、改めて納得のいく形で学ぶことができました。

『気になる子との関わりについて』

対象：子育て支援関係者

その子らしい人間になっていくことを支える、とても難しいけれど楽しくできるといいなと思

います。子供を、〇か×かで判断してしまわないように支援していきたいと思います。障害の

あるないに関係なく心を開くこと、信頼をつむぐことが大切だと思いました。先生の話し方が

穏やかで優しいのでより理解できた気がしました。
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架け橋プログラムって、
どうやって進めたら
いいんだろう？

園と小学校で、
やり方を合わせなければ

いけないの？

多くの園（小学校）が
あって、どこと連携したら
いいのか分からない

「ぐんま架け橋プログラム」

令和７年度　調査研究

子供に内在する非認知能力の発揮及び伸長を促す架け橋期の教育
２年次

～「ぐんま架け橋プログラム」の開発・実践・普及過程を通して考える～

始めよう！

そんな悩みに
お答えします！

　今年度の幼児教育センターは、
各地域で架け橋プログラムを推進
していく方法について研究をして
きました。幼児教育と小学校教育
をつなぐ上で大切な考え方、小学
校における授業実践、行政のリー
ダーシップによって連携・接続を
進める枠組みの提案など、役立つ
情報が満載です！ 4



子供に内在する非認知能力を
発揮させるための
「環境の構成」と

「方法としての教師」とは！？

非認知能力がカギになる！
園ごとの違いや、園と小学校との
違いを乗り越える方法とは？

園を修了するときの子供たちの姿から
園で発揮されている非認知能力の

共通点が見えてくる！
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「発達に基づいた環境の構成モデル」を
使ってみたら・・・

非認知能力を発揮して学ぶ
授業づくりの方法は？

作ったカリキュラム
どうしたらいいの？

今、求められる
行政のリーダーシップ 6



授業実践を絵本にまとめました。総合教育センターの
webページで公開中！ぜひ手に取ってご覧ください！

幼児期の育ちを生かす小学校第１学年における環境の構成の工夫
－「発達に基づいた環境の構成モデル」を活用した児童理解を通して−

長期研修員　大塚　あゆみ

令和７年度研究報告（長期研修員）

　幼児教育センターの研究に基づき、研究協力校における小学
校第１学年の授業実践を行いました。
　子供たちの実態を捉え、子供たちが更に成長していくために
はどのような経験が必要なのか、そしてそのような経験を子供
たち自身が得ることのできる各教科の授業とはどのようなもの
か。
　「環境の構成」をキーワードに授業を構想し、子供たちが各
教科のねらいを達成する中で一人一人成長していく、そんな授
業が実現しました。
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令和７年度研究報告（特別研修員）
川島奈津子特別研修員の研究報告（概要版）を掲載します！

　川島研修員は、相関図型の記録である「つながりマップ」を基に幼児理解を深め、一年間実践を重ねてきま
した。失敗を怖がり「負けるのが嫌」と挑戦しようとしなかった幼児が、園で人と関わっていく中で、徐々に
友達や先生を信じ、自分を信じて世界を広げていく様子を研究としてまとめています。
　研究報告書と指導案も総合教育センターホームページにて随時公開していきます。ぜひご覧ください！
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